
ヨハネ 17 黙想質問 
 

ヨハネ 17:1-5 
イエスは、⾃分のために祈る 

 

1 イエスはこれらのことを話してから、⽬を天に向けて、⾔われた。「⽗よ。時が来ました。あなたの⼦があなたの栄
光を現すために、⼦の栄光を現してください。2 それは⼦が、あなたからいただいたすべての者に、永遠のいのちを与
えるため、あなたは、すべての⼈を⽀配する権威を⼦にお与えになったからです。 
 

黙想質問：イエスが 1 節で 「⽗よ。時が来ました。あなたの⼦があなたの栄光を現すために、⼦の栄光を現してく
ださい」と⾔われたのは、何のことを指していたでしょうか。 
 
 
 
 
 
3 その永遠のいのちとは、彼らが唯⼀のまことの神であるあなたと、あなたの遣わされたイエス・キリストとを知るこ
とです。 
 

黙想質問：永遠の命の意味を⾃分の⾔葉で説明してください。 
 
 
 
 
 
4 あなたがわたしに⾏わせるためにお与えになったわざを、わたしは成し遂げて、地上であなたの栄光を現しました。 
5 今は、⽗よ、みそばで、わたしを栄光で輝かせてください。世界が存在する前に、ごいっしょにいて持っていました
あの栄光で輝かせてください。 
 

黙想質問：イエスがこの世におられたとき、どのように御⽗の栄光を現しましたか？この世が存在する前に
持っておられた栄光を説明してください。 
 
 
 
 
 
 

ヨハネ 17:6-10 
イエスは弟⼦たちのために祈る： 「わたしは彼らにあなたを現わした」 

 

6 わたしは、あなたが世から取り出してわたしに下さった⼈々に、あなたの御名を明らかにしました。彼らはあなたの
ものであって、あなたは彼らをわたしに下さいました。彼らはあなたのみことばを守りました。 

7 いま彼らは、あなたがわたしに下さったものはみな、あなたから出ていることを知っています。8 それは、あなたが
わたしに下さったみことばを、わたしが彼らに与えたからです。彼らはそれを受け⼊れ、わたしがあなたから出て来た
ことを確かに知り、また、あなたがわたしを遣わされたことを信じました。 

9 わたしは彼らのためにお願いします。世のためにではなく、あなたがわたしに下さった者たちのためにです。なぜな
ら彼らはあなたのものだからです。10 わたしのものはみなあなたのもの、あなたのものはわたしのものです。そして、
わたしは彼らによって栄光を受けました。 
 

黙想質問：イエスは 6-10 節で 14 回も御⽗に⾔及されました。ここから、私たちは祈りについて何を学ぶ
ことができるでしょうか。 
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6 わたしは、あなたが世から取り出してわたしに下さった⼈々に、あなたの御名を明らかにしました。彼らはあなたの
ものであって、あなたは彼らをわたしに下さいました。彼らはあなたのみことばを守りました。 

7 いま彼らは、あなたがわたしに下さったものはみな、あなたから出ていることを知っています。8 それは、あなたが
わたしに下さったみことばを、わたしが彼らに与えたからです。彼らはそれを受け⼊れ、わたしがあなたから出て来た
ことを確かに知り、また、あなたがわたしを遣わされたことを信じました。 
 

黙想質問：弟⼦たちが、イエスについて確かに知っていたことは何ですか。 
 
 
 
 
 
9 わたしは彼らのためにお願いします。世のためにではなく、あなたがわたしに下さった者たちのためにです。なぜな
ら彼らはあなたのものだからです。10 わたしのものはみなあなたのもの、あなたのものはわたしのものです。そして、
わたしは彼らによって栄光を受けました。 
 

黙想質問：なぜイエスは世の⼈々のためではなく、弟⼦たちのために祈られたのですか。 
 
 
 
 
 
 

ヨハネ 17:11-19 
イエスは弟⼦たちのために祈る： 「彼らをあなたの名によって守ってください」 

 

11 わたしはもう世にいなくなります。彼らは世におりますが、わたしはあなたのみもとにまいります。聖なる⽗。あな
たがわたしに下さっているあなたの御名の中に、彼らを保ってください。それはわたしたちと同様に、彼らが⼀つとな
るためです。 

12 わたしは彼らといっしょにいたとき、あなたがわたしに下さっている御名の中に彼らを保ち、また守りました。彼ら
のうちだれも滅びた者はなく、ただ滅びの⼦が滅びました。それは、聖書が成就するためです。 

13 わたしは今みもとにまいります。わたしは彼らの中でわたしの喜びが全うされるために、世にあってこれらのことを
話しているのです。 
 

黙想質問：イエスは、「聖なる⽗。あなたがわたしに下さっているあなたの御名の中に、彼らを保ってください。そ
れはわたしたちと同様に、彼らが⼀つとなるためです」と祈ったのは、どういう意味ですか。 

 
 
 
 

 

13 わたしは今みもとにまいります。わたしは彼らの中でわたしの喜びが全うされるために、世にあってこれらのことを
話しているのです。 
 

黙想質問：イエスは 11 節で、御⽗が与えてくださった御名によって彼らを守って「それはわたしたちと同様
に、彼らが⼀つとなるためです」と祈りました。⼀つになることによって、キリストの喜びがどのように彼らの
中に（そして私たちの中に）満ち溢れるのでしょうか。 
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14 わたしは彼らにあなたのみことばを与えました。しかし、世は彼らを憎みました。わたしがこの世のものでないよう
に、彼らもこの世のものでないからです。15 彼らをこの世から取り去ってくださるようにというのではなく、悪い者か
ら守ってくださるようにお願いします。16 わたしがこの世のものでないように、彼らもこの世のものではありません。
17 真理によって彼らを聖め別ってください。あなたのみことばは真理です。 
 

黙想質問：イエスが「わたしは彼らにあなたのみことばを与えました。」と⾔ったのは、どういう意味だったの 
でしょうか。 
 
 
 
 
 
黙想質問：イエスが、世が弟⼦たちを憎むのは 「彼らもこの世のものでないからです。」と⾔ったのは、    
どういう意味だったのでしょうか。 
 
 
 
 
 
黙想質問：「聖別する」とはどういう意味ですか。 
 
 
 
 
 
黙想質問：神の⾔葉によって、私たちはどのように聖別されるのでしょうか。 
 
 
 
 
 
18 あなたがわたしを世に遣わされたように、わたしも彼らを世に遣わしました。19 わたしは、彼らのため、わたし⾃
⾝を聖め別ちます。彼ら⾃⾝も真理によって聖め別たれるためです。 
 

黙想質問：イエスはどのようにして「ご⾃⾝を聖別」されたのでしょうか。 
 
 
 
 
 

ヨハネ 17:20-26 
イエスはすべての信者のために祈る 

 
20 わたしは、ただこの⼈々のためだけでなく、彼らのことばによってわたしを信じる⼈々のためにもお願いします。 
21 それは、⽗よ、あなたがわたしにおられ、わたしがあなたにいるように、彼らがみな⼀つとなるためです。また、彼
らもわたしたちにおるようになるためです。そのことによって、あなたがわたしを遣わされたことを、世が信じるため
なのです。 
 

黙想質問：これらの節によると、私たちはどのようにして他の信者と⼀つになれるのでしょうか。私たちが
⼀つになれば、イエスが御⽗から遣わされたと世間が信じるのはなぜだと思いますか。 
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22 またわたしは、あなたがわたしに下さった栄光を、彼らに与えました。それは、わたしたちが⼀つであるように、彼
らも⼀つであるためです。23 わたしは彼らにおり、あなたはわたしにおられます。それは、彼らが全うされて⼀つとな
るためです。それは、あなたがわたしを遣わされたことと、あなたがわたしを愛されたように彼らをも愛されたことと
を、この世が知るためです。 
 

黙想質問：私たちが⼀つになることが神にとって、それほど重要なのはなぜだと思いますか。 
 
 
 
 
 
 
24 ⽗よ。お願いします。あなたがわたしに下さったものをわたしのいる所にわたしといっしょにおらせてください。あ
なたがわたしを世の始まる前から愛しておられたためにわたしに下さったわたしの栄光を、彼らが⾒るようになるため
です。 
 

黙想質問：イエスは、私たちがイエスとともにいて、イエスの栄光を⾒ることができるようにと祈られまし
た。イエスと共にいて、イエスの栄光を⾒るとは、どのようなことだと思いますか。 
 
 
 
 
 
 
25 正しい⽗よ。この世はあなたを知りません。しかし、わたしはあなたを知っています。また、この⼈々は、あなたが
わたしを遣わされたことを知りました。26 そして、わたしは彼らにあなたの御名を知らせました。また、これからも知
らせます。それは、あなたがわたしを愛してくださったその愛が彼らの中にあり、またわたしが彼らの中にいるためで
す。」 
 

黙想質問：イエスが御⽗によって遣わされたことを、あなたはどのように知っていますか。イエスは今、御
⽗の御名を私たちにどのように知らせておられますか。イエスの⽬的は何ですか。 
 
 
 
 
 
 

ヨハネ 17  
要約 

 
黙想質問：イエスは弟⼦たちのために何を祈りましたか。私たちも⾃分たちの弟⼦のためにどのように祈る
ことができますか。 
 
 
 
 
 
 
黙想質問：ヨハネ福⾳書 17 章のこの祈りから、私たちはイエスにとって、また御⽗にとって何が重要であ
るかを知ることができるでしょう。 
 
 
 
 


